
マクロウィキノミクス５原則 改⾰のための基本原則（＝ウィキノミクス成
功ルール） 

批判 批判への反論 

１．コラボレーション 
（ウィキノミクス原則１）Collaboration 

共有財の価値を⾒直す（II） 
⾃由にさせる（III） 
活動をになう前衛を発掘し、強化する（IV） 
コラボレーションの⽂化をつくる（V） 
ネット世代への権限委譲する（VI） 

・⼈はコラボとエゴイズムを往還するのでは？ 
・悪いコラボや、よいエゴイズム（例：新古典派経済
学）があるのでは？ 
・コラボを可能にするプラットフォーム＝インフラ
の整備も必要になるのでは？ 
・政府や企業は、市⺠や消費者のコラボを要求するこ
とで⾃分たちの利益を囲いこまないだろうか？ 

・コラボを賞賛する⼈は、エゴイズムの蔓延を
防ぐためには個⼈の道徳に働きかけるのでは
なく、システムや制度を、コラボすることがう
まくいくように構築して誘導するのが本義。 
・プラットフォーム＝インフラの整備の発想は
重要だが、それは政府や企業が提供するのを待
つのではなく、⾃ら構築し、育てて、鍛えるべ
き 、 そ れ が ウ ィ キ ノ ミ ク ス の ⽅ 法 だ ろ う
（Wikinomics way） 

２．オープン 
（ウィキノミクス原則２）Openess  
 

共有財の価値を⾒直す（II） 
⾃由にさせる（III） 
コラボレーションの⽂化をつくる（V） 
ネット世代への権限委譲する（VI） 

・利益をどのようにして囲い込めるのかについて企
業のみならず政府も推奨する。 
・悪い政府の現状では、市⺠の側の透明性／可視性が
強調されて、政府の不透明性がこの標語で隠されて
しまうのではないか？ 
・オープンには無秩序を⽣むという危険性はないの
か？ 

・⼈間集団の⾏動の常として、オープンでコラ
ボを拒絶する傾向がみられる（例：ミートホー
プ事件）が、それでいいわけはなく、それを克
服するのがウィキノミクスなのでは？ 
・試みずに批判するのは、コラボやオープンの
精神に最初から反している。 
・他の原則もそうだが《いまだ達成されていな
い良好な原理》と考えてみてもよいのではない
か？ 

３．共 有 
（ウィキノミクス原則３）Sharing 

クリエイターではなくキュレイターをめざす
（I） 
共有財の価値を⾒直す（II） 
⾃由にさせる（III） 
コラボレーションの⽂化をつくる（V） 

・利益をどのようにして囲い込めるのかについて企
業のみならず政府も推奨する。 
・誰かがクリエーションをやらないと社会は回らな
いのでは？ 
・政府や企業は、市⺠や消費者のコラボを要求するこ
とで⾃分たちの利益を囲いこまないだろうか？――
共有は強者が弱者に求めるスローガンである 

・社会主義や共産主義（＝これらは社会の名の
下に国家が⼈⺠を収奪するという負の遺産を
持つ）ではない。共有はとは、誰もがチャレン
ジできて、失敗を恐れず、また、その失敗を破
局的にしないような⽅策がウィキノミクスで
はないか？ 
・共有することのコスト減は明確だが反論は常
にある。だがしかし、たとえそれを経済的に実
証できぬとも、そのようなコスト減の意識は、
サステイナブルの発想を定着させ、社会を変え
る発想につながるはずだ。 
 
 
 



４．公正さ 
（ウィキノミクス原則４）Integrity 

⾃由にさせる（III） 
活動をになう前衛を発掘し、強化する（IV） 
ネット世代への権限委譲する（VI） 

・公正さには秩序が要求されないか？それは⾃由な
活動を削ぐのでは？（例：政府の法規制をクリアした
ころには、プロジェクトの⾃由度は遥かにつまらな
いものになる） 
・ネット世代が、それほど現在の世代よりも無条件に
よいとは⾔えぬ。 
・前衛と⾃由は両⽴しないのでは？ 

・公正さは、ウィキノミクス擁護派にも批判派
にも共通の善のように思える。ただし、それが
つねに反省的眼差しのもとになければ、容易に
システムは腐敗／不正化するだろう。 
・共通善だからこそ、⾃由と公正が両⽴するよ
うに、具体的に考え、具体的に⾏動すべきだろ
う。 

５．相互依存 
（ウィキノミクス原則５）Interdependence 

クリエイターではなくキュレイターをめざす
（I） 
共有財の価値を⾒直す（II） 
活動をになう前衛を発掘し、強化する（IV） 
コラボレーションの⽂化をつくる（V） 
ネット世代への権限委譲する（VI） 

・相互依存は、市⺠の間の課題で、それは政府や企業
が相互依存をさせずに、制度や商品に依存するよう
に仕向けているのではないか？ 
・コモンズの悲劇のように、市⺠が相互依存を享受で
きるのは、各⼈が⾃覚してから後なのでは？ 
・ネット世代が、それほど現在の世代よりも無条件に
よいとは⾔えぬ。 

・たしかに相互依存を⾃覚させ、それを実践す
るのは難しい。サステイナブルという⽤語は⽿
に⼼地よいが、相互依存の持続可能は、健全な
競争原理が⼊らないと機能しないだろう。 
・旧世代が先に死んでゆくためにも、また次の
世代には、前の世代の負の遺産を軽減するため
にも（例：Intergenerational equity）、世代間の
相互依存を真剣に考えるべきは、⾼齢化社会の
デザインの議論でもつねに議論されているは
ずだ。 
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